
平
成
十
五
年
度
（
二
〇
〇
三
年
度
）
活
動
報
告

⑴

懇
話
会
お
よ
び
研
究
会

懇
話
会

第
一
回

日

時

五
月
九
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜
六
時
三
〇
分

報
告
者

別
所
良
美
（
名
古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会

学
部
教
授
）

論

題

「
歴
史
の
真
実
」
と
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス

テ
イ
ト
」

第
二
回

日

時

六
月
十
三
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜
六
時
五
〇
分

報
告
者

梅
津
光
弘
（
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
専
任

講
師
）

論

題

「
日
本
に
お
け
る
企
業
倫
理
の
受
容
」

第
三
回

日

時

七
月
十
八
日

㈮午
後
四
時
三
〇
分
〜
七
時

共

催

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、「
人
間
の
尊

厳
」
科
目
委
員
会

報
告
者

松
原
洋
子
（
立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総

合
学
術
研
究
科
教
授
）

論

題

「
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
導
入
問

題
に
お
け
る
障
害
モ
デ
ル
の
対
立
」

第
四
回

日

時

九
月
十
九
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜

共

催

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、「
人
間
の
尊

厳
」
科
目
委
員
会

報
告
者

安
彦
一
恵
（
滋
賀
大
学
教
育
学
部
教
授
）

論

題

「
公
共
的
精
神
と
は
何
か

」

第
五
回

日

時

九
月
二
十
六
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜

共

催

南
山
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
、
南
山
大
学

社
会
倫
理
研
究
所

報
告
者

W
illia

m
 
L
a F

leu
r

P
en
n
sy
lv
a
n
ia

大
学
教
授
）

論

題

「
人
間
性
の
死
体
解
剖

哲
学
と
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

第
六
回

日

時

二
月
二
十
一
日

㈯

午
後
二
時
〇
〇
分
〜
四
時
三
〇
分

報
告
者

玉
井
真
理
子
（
信
州
大
学
医
学
部
保
健
学

科
助
教
授
）

論

題

「
報
道
さ
れ
て
い
な
い
ふ
た
つ
の
出
生
前

診
断
問
題
」

第
七
回

日

時

二
〇
〇
四
年
三
月
十
一
日

㈭

午
後
一
時
三
〇
分
〜
五
時
〇
〇
分

報
告
者

秋
葉
悦
子
（
富
山
大
学
経
済
学
部
経
営
法

学
科
助
教
授
）

張

瓊
方
（
㈱
科
学
技
術
文
明
研
究
所
特

別
研
究
員
）

統
一
演
題

「
生
命
倫
理
を
考
え
る
視
点：

普
遍
主

義
的
立
場
と
文
脈
主
義
的
立
場
と
」

研
究
会

第
一
回

日

時

十
月
十
七
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜
六
時
三
〇
分

共

催

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、
南
山
大
学

法
学
会

報
告
者

町
村
泰
貴
（
南
山
大
学
法
学
部
教
授
）

論

題

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
匿
名
性
と
秩
序
形
成
」

第
二
回

日

時

十
二
月
十
二
日

㈮

午
後
四
時
三
〇
分
〜
六
時
三
〇
分

共

催

南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、
南
山
大
学

数
理
情
報
学
部
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報
告
者

杉
原
桂
太
（
社
会
倫
理
研
究
所
非
常
勤
研

究
員
）

論

題

「
技
術
者
倫
理
で
大
切
な
の
は
何
か

｜「
経
営
者
に
よ
るa

m
o
ra
l
 
ca
lcu
la
-

tio
n

」
の
夢
か
ら
覚
め
て
｜
」

そ
の
他

南
山
学
会
と
共
催

日

時

二
〇
〇
三
年
六
月
二
十
五
日

報
告
者

坂
下
浩
司
、
奥
田
太
郎

統
一
テ
ー
マ

「
応
用
倫
理
と
倫
理
の
応
用
｜
実
用

性
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

⑵

出
版
物
の
刊
行

名

称

「
社
会
と
倫
理
」
第
十
五
号

発
行
日

二
〇
〇
三
年
七
月
十
五
日
発
行

名

称

「
社
会
と
倫
理
」
第
十
六
号

発
行
日

二
〇
〇
四
年
二
月
二
十
五
日
発
行

二
〇
〇
三
年
度
を
振
り
返
っ
て

第
一
種
研
究
所
員
の
任
用

本
年
度
は
、
二
名
の
第
一
種
研
究
所
員
の
新
規
採
用

を
行
っ
た
。
一
名
は
奥
田
太
郎
講
師
で
四
月
一
日
付
採

用
で
あ
る
。
も
う
一
名
は
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
助
教

授
で
十
月
一
日
付
採
用
で
あ
る
。
こ
れ
で
、
山
田
秀
教

授
を
含
め
、
第
一
種
研
究
所
員
が
三
名
と
な
り
、
研
究

所
の
体
制
は
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
奥
田
太
郎
講

師
に
は
、
応
用
倫
理
学
を
中
心
と
し
た
研
究
活
動
と
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
お
願
い
し

て
い
る
。
シ
ー
ゲ
ル
助
教
授
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立

場
か
ら
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
を
中
心
に
、
研
究
者
だ

け
で
は
な
く
実
践
的
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
々
と
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を

お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
社
会
倫
理
研
究
所
の

活
動
に
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

新
た
な
活
動

本
年
度
は
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
活
動
に
乗
り
出
し

た
。
一
つ
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
で
あ
る
。
夏
休
み
前
か
ら
検
討
を
は
じ
め
、
十

月
一
日
に
開
設
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

ま
た
、
従
来
の
懇
話
会
、
研
究
会
を
録
音
し
て
テ
ー

プ
起
こ
し
を
行
い
、
講
演
者
の
校
閲
と
許
可
の
も
と
順

次
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
懇

話
会
な
ど
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
に
も
、
そ
の
内

容
や
雰
囲
気
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
第
一
種
研
究
所
員
と
第
二
種
研
究
所
員
の

協
力
の
も
と
、「
あ
ん
な
本
、
こ
ん
な
本
」と
い
う
連
載

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
た
。
こ
れ
は
、
本
研
究
所
に
関
わ
る

研
究
所
員
が
、
自
ら
の
読
書
体
験
の
な
か
で
見
つ
け
た

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
本
」
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

あ
る
。
大
量
の
出
版
物
の
洪
水
の
中
、
他
分
野
の
本
に

ま
で
目
が
届
か
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け

マ
イ
ナ
ー
な
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
と
、
面
白

い
本
も
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
本
を

出
来
る
だ
け
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
研
究
所
の
各
種
活
動
を
広
報
す
る
た
め

に
、
月
一
回
の
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
懇

話
会
、
研
究
会
の
広
報
も
、
従
来
の
方
式
に
加
え
、
各

種
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
流
す
な
ど
の
工
夫
を
行
っ

た
。
幸
い
、
参
加
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
今
更
な
が
ら

ネ
ッ
ト
社
会
の
持
つ
情
報
流
通
の
力
を
痛
感
し
て
い

る
。本

年
度
は
、
さ
ら
に
研
究
所
活
動
を
構
造
化
す
る
た
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め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
は
「
科
学

技
術
研
究
倫
理
」
と
い
う
名
称
で
、
第
一
種
研
究
所
員

の
奥
田
講
師
と
第
二
種
研
究
所
員
坂
下
助
教
授
を
中
心

に
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
杉
原
桂
太
氏
、
名
古
屋
大
学

大
学
院
生
熊
田
氏
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
し

て
い
る
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

二
〇
〇
四
年
度
以
降
も
、
社
会
倫
理
研
究
所
は
活
動

を
活
性
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
特
に
、
各
種
応
用

倫
理
に
つ
い
て
は
、
広
く
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

名
古
屋
地
区
で
は
そ
う
い
っ
た
問
題
を
議
論
す
る
場
が

少
な
い
。
社
会
倫
理
研
究
所
と
し
て
は
、
当
面
、
技
術

倫
理
と
生
命
倫
理
を
中
心
に
懇
話
会
を
開
催
し
、
こ
の

地
域
の
方
々
の
交
流
の
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
本
号
の
特
集
は
、
そ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
二
〇

〇
三
年
度
三
月
に
開
催
し
た
「
生
命
倫
理
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
成
果
の
記
録
で
も
あ
る
。
今
後
と
も
、

継
続
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
、
杉
原
桂
太
非
常
勤

研
究
員
が
、
学
術
振
興
会
の
特
別
研
究
員
と
し
て
社
会

倫
理
研
究
所
に
滞
在
さ
れ
、
研
究
員
と
し
て
活
動
を
開

始
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る
。
技
術
倫
理
に
関
す
る

懇
話
会
も
企
画
し
て
い
き
た
い
。

さ
ら
に
、
シ
ー
ゲ
ル
第
一
種
研
究
所
員
を
中
心
に
、

日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
ア
メ
リ
カ
、
対
ア
ジ
ア

外
交
の
現
状
を
平
和
の
構
築
と
い
う
視
点
か
ら
批
判
的

に
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
る
予
定
で
あ
る
。

随
時
、
懇
話
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
二
〇
〇
五
年
も

し
く
は
二
〇
〇
六
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
者

を
招
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
も
計
画
し

て
い
る
。

（
小
林
傳
司
）
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